
会長からの
メッセージ

わ
が
国
は
地
震
多
発
国
で
あ
り
、

関
東
大
震
災
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

こ
れ
ま
で
も
多
大
な
損
失
と
被
害
を

受
け
て
き
た
。
私
自
身
多
く
の
地
震

を
体
験
し
て
い
る
が
、
影
響
を
受
け

た
い
く
つ
か
の
地
震
に
つ
い
て
述
べ

る
。ロ

マ
プ
リ
ー
タ
地
震

1
9
8
9
年
10
月
、
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
が
発
生
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
橋
桁
の
一
部

崩
落
と
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
の
高
速
道
路

の
崩
壊
は
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。

地
震
発
生
の
翌
日
、
役
員
席
に
呼

ば
れ
、「
す
ぐ
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
飛
ぶ
よ
う
に
。
米
国
が
地
震
発
生

後
ど
の
よ
う
に
平
時
に
戻
る
の
か
、

自
分
の
眼
で
見
て
来
な
さ
い
」
と
指

示
を
受
け
、
社
内
の
土
木
、
建
築
技

術
者
か
ら
な
る
調
査
団
を
組
み
、
現

地
に
出
張
し
た
。

信
号
が
未
復
旧
の
交
差
点
で
は
、

先
に
交
差
点
に
入
っ
た
車
が
優
先

さ
れ
、
車
両
が
整
然
と
交
差
点
を
交

互
に
通
過
す
る
と
い
う
平
時
の
ル
ー

ル
の
遵
守
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所
（U

nited

States
GeologicalSurvey

、
略
称
：

Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
で
は
、
研
究
員
と
意
見

交
換
し
た
。
地
震
波
の
情
報
は
速
報

さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
こ
と
も
驚
き
で
あ
っ
た
。
研
究

活
動
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
開
放
性
、
充

実
度
に
感
激
し
た
。
新
聞
記
事
も
カ

ラ
ー
の
図
解
入
り
で
、
読
者
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
た
。
米
国
と
日

本
と
の
違
い
を
痛
感
し
た
。

十
勝
大
橋
で
の
地
震
体
験

1
9
9
2
年
か
ら
北
海
道
帯
広
市

で
十
勝
大
橋
の
工
事
に
従
事
し
た
。

3
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
で
、
片
持

ち
張
り
出
し
施
工
を
行
い
、
閉
合
す

る
工
事
で
あ
っ
た
。

工
事
中
に
3
回
、
大
地
震
の
影
響

を
受
け
た
。
1
回
目
は
1
9
9
3
年

1
月
の
釧
路
沖
地
震
で
、
型
枠
・
支

保
工
が
、
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
ろ

と
も
10
㎝
沈
下
し
、
や
り
直
し
を
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行
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
直
前

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
幸
運
で

あ
っ
た
。
2
回
目
は
1
9
9
4
年
10

月
の
北
海
道
東
方
沖
地
震
で
、
Ｍ

8
・
2
、
震
度
Ⅳ
（
帯
広
市
）
の
地
震

が
張
り
出
し
施
工
中
の
橋
を
襲
っ

た
。
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
の
ブ
ー
ム
が

共
振
し
て
折
損
し
た
。
夜
の
た
め
誰

も
現
場
に
お
ら
ず
、
人
災
を
免
れ
た
。

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
の
復
旧
に
は
約
2

カ
月
を
要
し
た
。
3
回
目
は
主
桁
閉

合
直
前
、
1
9
9
5
年
1
月
の
兵
庫

県
南
部
地
震
で
あ
る
。
閉
合
用
の
Ｐ

Ｃ
鋼
棒
の
工
場
が
伊
丹
に
あ
り
、
被

災
し
た
。
2
月
に
連
結
式
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
納
入
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

何
と
か
間
に
合
っ
た
。
地
震
被
害
に

加
え
、
技
術
的
課
題
も
多
か
っ
た
が
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
人
の
和
で
乗
り

切
っ
た
。
現
在
の
自
分
の
会
社
人
生

を
方
向
付
け
た
工
事
で
あ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災

2
0
1
1
年
3
月
、
東
日
本
大
震

災
発
生
当
時
は
、
九
州
支
店
長
と
し

て
福
岡
に
単
身
赴
任
中
で
あ
っ
た
。

当
日
は
沖
縄
に
向
か
う
途
上
で
地
震

発
生
を
知
っ
た
。
出
張
は
中
断
さ
れ
、

家
族
と
も
メ
ー
ル
し
か
通
じ
な
い
日

が
1
〜
2
日
続
い
た
。
支
店
の
各
現

場
か
ら
支
援
物
資
を
取
り
ま
と
め
、

本
社
経
由
で
被
災
地
に
送
っ
た
。
そ

の
後
も
災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
高
台

移
転
、
除
染
、
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
対
応

な
ど
に
注
力
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
震

災
と
異
な
る
の
は
原
子
力
発
電
所
の

被
災
に
起
因
す
る
長
期
に
わ
た
る
震

災
復
興
で
あ
る
。
被
災
地
の
住
民
が

か
つ
て
の
日
常
を
取
り
戻
す
ま
で
の

道
の
り
は
長
い
が
、
今
後
も
震
災
復

興
事
業
に
は
積
極
的
に
参
画
し
て
い

き
た
い
。

『
地
震
と
私
』
と
題
し
て
、
地
震
と

の
関
わ
り
を
述
べ
た
。
わ
が
国
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
日
本
海
溝
・
千

島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
、
首
都
直

下
地
震
な
ど
が
高
い
確
率
で
起
こ
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
土
木
技
術
者

と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
個
人
と
し

て
何
を
す
べ
き
か
。
最
近
、
折
に
触

れ
て
思
う
の
で
あ
る
。

第56回

写真1
十勝大橋全景

写真2
建設中の十勝大橋
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